
「グループ学習（数学）」学習指導略案 

１． 日時・場所：11 月 28 日（月）２限 10：00～１０：５０・プレハブ２階奥 

２． 学年・グループ：中学部３年・E グループ ５名 

３． 担 当：◎辰己 

４． 単元(題材)名：「表とグラフ（特別支援学校学習指導要領中学部２段階Ｄ データの活用）」  

５． 単元目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・データを表やグラフで表す方

法や表とグラフを変換する方

法を身に着けている。 

・量の大小を比較する際は棒グ

ラフ、変化の様子を把握する

際には折れ線グラフが適して

いることを理解している。 

・表やグラフを読み取って整理

し、推移を考察したり結論を

表現したりしている。◎ 

・目的に応じてデータを集めて

分類し、適切なグラフを用い

て表現しようとしている。◎ 

・学んだグラフの知識を生活の

場に生かそうとしている。◎ 

◎本時の評価規準 

７． 本時の目標： 

・中学部の３年間の振り返りと自分の長所/短所を適切なグラフを用いて表現

し、推移を読み取ろうとしている (思・判・表) 

・グラフを通して自分自身を振り返り、前向きに表現しようとしている(主) 

８． 展 開  ＜７(本時)／８(全時間)＞ 

時間 内容 指導上の留意点 

10：00 

10：05 

 

 

10：10 

 

 

10：20 

 

 

 

 

 

1 0： 3５ 

 

 

 

 

 

 

 

１０：４５ 

１０：５０ 

あいさつ/本時の内容確認 

●グラフの種類/用途の再確認 

3 年間振り返りと自分の性格は

どのグラフで表すか？ 

●グラフに書き込もう 

棒グラフ/折れ線グラフ用紙に 

自分の数値を書き込む。 

●グラフを読み取ろう 

３年間振り返り折れ線グラフか

ら、気づいたことを発表する。 

 

 

 

●Keynote でグラフを表そう 

自分の性格をレーダーチャート

で表すよう、グラフデータを編

集し数値を入力する。 

 

 

 

 

●振り返りノート 

あいさつ 

 

・電子黒板の画面に注目するよう伝える。 

・それぞれの用途に合ったグラフを選択す

るよう確認する。 

・縦軸/横軸の目盛を確認するよう伝える。 

・定規を使って直線を引くよう伝える。 

 

・１年生と２～３年生の全体像や同じ時期

の数値を比較するよう伝える。 

・1 年生と比べた自分の変化や成長を前向

きに受け止められるよう言葉かけする。 

・グラフにするとデータが視覚的にわかり

やすいことを共有する。 

・電子黒板に同じ画面を提示し、操作方法

を視覚的に示す。 

・長所と短所の凸凹があって当たり前とい

うことを共有し、短所も含めた自分像を

受け入れやすい雰囲気づくりをする。 

・時間があれば、Keynote のプロフィール

シート作成（好きなこと/得意なこと入力

と画像検索）を続けるよう伝える。 

 

準備物:「３年間を振り返って」「自分の性格」ワークシート（生徒ファイル内）、

グラフシート（棒/折れ線）、教員用 iPad（Keynote スライドデータ）、 

生徒用 iPad（Keynote プロフィールシートデータ）、貸出用定規

・ 

 

 

 

 ・ 

(思考・判断・表現) 
・身の回りの事象に関するデ

ータを整理する観点に着目

し、表や棒グラフを用いなが

ら、読み取ったり、考察したり

結論を表現したりする。 

・目的に応じてデータを集めて

分類及び整理し、データの特

徴や傾向を見付けて、適切な

グラフを用いて表現したり、

考察したりする。 

 
・データの活用に進んで関わ

り、数学的に表現・処理する

とともに、数学で学んだこと

のよさを理解し、そのことを生

活や学習に活用しようとする

態度を養う。 

(知識・技能) 
・データを日時や場所などの

観点から分類及び整理し、表

や棒グラフで表したり、読ん

だりする。 

・データを二つの観点から分

類及び整理し、折れ線グラフ

で表したり、読み取ったりす

る。 

・表や棒グラフ、折れ線グラフ

の意味やその用い方を理解

する。 



 

狙いに線を引く 


